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熊本市の交通事業は、市電が大正13年8月1日、市バスが昭和2年11月23日より営業を開始し、以来、熊本市

勢の発展とともに市内の主要交通機関として年々路線を拡大してきた。

しかし、昭和30年代後半より社会経済情勢の変化、モータ1)ゼ-シ亘ソの進展等により、その地位を個別輸送

機関にとって替わられ、企業の経営は悪化の一途をたどりワンマン化等効率化を積極的に進めたにもかかわらず

経営の抜本的改善には至らず、特に市電は4つの路線を廃止せざるを待なくなった。

昭和48年から昭和62年までの15年間、国の財政再建団体の指定を受け、国及び一般会計からの援助を受けつつ

経営基盤の確立を図った.

この間、 2次にわたる石油ショックにより大量輸送機閲見直しの機運が高まり、市電は無公害・省エネルギー

の交通機関として見直され、車両冷房化・軌条更換等の乗客誘致策を講じることにより一時落ち込ん翠乗客の回

復をなし得ることが出来た。また、バスについても、車両の冷房化や路線の再編成等の乗客サービスに努めた.

昭和63年度より自主再建-と踏み出したが、交通事業を取りまく企業環境は厳しく、将来にわたり安定した経

営を図るため、利用者のニーズに合ったダイヤ編成や増便をはじめ,電停改良等諸施設の改善、新型車両購入、

特に、 I)フ下付バス、超低床バスの導入(競輪入場者の送迎専用貸切バス(限定免許)の運行開始)等肴極的に

乗客誘致策に取り紅んでいる.また9年度には日本で初めての超低床電車の導入及びノンステップバスの導入並

びにプ1)ペイカードシステムの導入を図った.更に10年度では、 1) -ス方式により超低床電卓2編成の増備及び

ノンステップバス3両の追加導入を計画しており、人にやさしい公共交通機関として市民に愛される市電・市バ

スを目指して、努力を重ねてきているところである.

2　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

年度

事項
5 6 7 8 9

年 間 輸 送 人 員 10,305,292 10,082 ,64 1 10 ,163,2 95 10 ,509,872 10 ,699 ,210

年 間 走 行 キ ロ 的 1,660,366 .5 1,667 ,908 .5 1,752,3 67 .2 1,783,714.2 1 ,8 03 ,260 .2

年 間 延 使 用 車 両 開 12,071 12 ,648 12 ,922 12,988 12 ,967

利 用 率 1㈲ 4 .4 4 .3 4 .3 4.4 4 .5

乗 車 料 収 入 ㈹ 1,345 ,615,528 1′316 ,451 ,481 1,322 ,364,853 1,332 ,157 ,169 . 1,315 ,6 15 ,049

日

平

均

輸 送 人 員 28 ,234 27 ,624 27 ,769 28 ,794 29 ,313

走 行 キ ロ 的 4 ,548 .9 4 ,569 .6 4 ,787 .9 4 ,886.9 4 ,94 0.4

延 使 用 車 両 的 33 .1 34 .7 35 .3 35 .6 35 .5

乗 車 料 収 入 的 3 ,686 ,618 3 ,606,716 3 ,6 13 ,0 19 3 ,649 ,746 3,604 ,425

- 辛

日

革均

輸 送 人 員 853 .7 797.2 786 .5 8 09 .2 825 .1

走 行 キ ロ 的 137.6 131.9 135 .6 137 .3 13 9.1

乗 車 料 収 入 岡 111 ,475.1 104,083.8 102 ,334 .4 102 ,568 .3 101 ,458 .7

表 定 速 度 (km / H ) 14.2 14.2 14.2 14 .2 14 .2

在事

籍勘

ボギー車(ワソマソ) 台7 38 38 38 3畠

遵 政 事 4 4 4 4 5

(注)　乗車料収入は消費税相当分を除いて算出.
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(2)営業路線

路線延長 単線延長 複線延長 営業路線延長 運転系統 停留所数 停 留 所 間 距 離

(1m ) (1皿) (1m ) (km) (系統) (カ所) 最長 最短 平均

平 成 9 年 度 12.023 0.288 ▼11.735 23.758 2 35 0.575 0.134 0.356

) 系統別運輸成績 (平成 9 年度

系

疏

区 間 走 行 キ ロ
乗 車

人 員
収 入 費 . 用 差 引

キ ロ 当 た り収 支 乗 車

効 率収 入 費 用 差 引

2

早

健 軍 町 km 千人 千円 千円 千円 円 円 円 %

～
田 崎 橋
(9.2km)

1,174,119.6 8,596 1,302,930 1,538,566 △235,636 1,109.8 1,310.5 △200.7 36.9

3

早

億 軍 町
～

上鱗木駅前
(9.4km)

629,140.6 2,103 319,098 376,807 △57,709 507.3 599.1 △ 91.8 16.2

計 1,803,260.2 10,699 1,622,028 1,915,373 △293,345 899.6 1,062.3 △162.7 29.6

(注)乗客1人当たり料金収入
定期外　　128円76銭
定　期　　　84円77銭
全　体　122円96銭

(4)電車運行要領(平成10年7月1日現在)

項 目

系 統
運 行 区 間 営 業 時 間 . 運 転方法 時 刻 表 示

2 号

熊本駅前 - 健軍町 (8 .7km)

田崎橋 一健軍町 (9 .2km)

6 : 00 - 0 ‥12 ダイ ヤ運転

始 発ー 7 : 00

20 : 00 - 最終

7 : 00 - 20 : 00

時刻表示

間隔表示

3 1 号 上熊本駅前 I 健軍 町 (9 .4km ) 6 : 15 - 23 ‥24 ダイヤ運転 終 日時刻表示

(5)運　　　賃　(平成9年3月1日改定)

ア　普通旅客運賃

種別

制度

運 賃 団 体 旅 客 運 賃 団体旅客運賃
の

割引適用方法大 人
(中学生以上)

小 児
(小学生以下)

特 殊 運 賃 大 人
(中学生以上)

小児及び特殊

対 .キ ロ

区 間 制

最初の 2 キロま 1 2 歳未満の者 身体障害者手帳 30人以上の団体 左記の団体で小 基準 となる普通

で 130円、.2 キロ は大人運賃の半 の交付を受けて で同時に一定の 学生以下の小児 旅客運賃からそ

を超え 5 キロま 額、 6 歳未満の いる者及び介護 停留場で乗降す 及び身体障害者 の運賃の 100分

で150円、5キロ 幼児は保護者同 人、諸施設によ る場合 (12歳以 並びに養護施設 の10以内の額を

を超え 8 キロま

で18 0円、8 キロ

を超える時は

2 00円

伴の場合に限 り

その 1 人は無料

とする

り養護又は保護

を受けている者

及び付添人並び

に精神薄弱者及

び介護人で各々

普通運賃の50%

割引

上の団体) 児童の団体 割引した額

イ　1日乗車券運賃

a m 運 賃 乗 専 で き る 範 開

1 日乗車券(区間指定) 大人 500円 小児250円 電車全区間及びバスの指定区間

1 日乗車券(全線) 大人1,000円 小児500円 電車及びバスの全区間
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ウ　定期旅客運箕

種 別 期 間 割 引 率 摘 要

通勤定期 1 カ月 普通運貴を60倍 したものから30% 割引 持参人式定期券は、当該通勤定期券を持参
する者も使用できる。

大人通学定期 (中学生以上) 1 カ月 普通運賃を60倍したものから50% 割引 . 端数売 り1 カ月定期券は、端数日数59 日を
限度 として発売する。 3 カ月定期券は、端
数 日数29 日を限度 として発売する。小児通学定期 (小学生) 1 カ月 普通運賃を60倍したものから75% 割引

通勤通学定期 1 カ月

のみ

通勤定期運賃額の 2 分の 1 と大人通学定期運賃
額の合算額

特殊割引定期
通勤 1 カ月 通勤定期券の30% 割引 身体障害者福祉法、精神薄弱者福祉法、児

童福祉法の適用を受ける者及びその介護人、
介添人に発行通学 1 カ月 大人通学定期券の50% 割引

電車 . バス共通定期
自動車運送事業の欄を参展

電車 . バス乗継定期

※平成10年3月1日付運賃改定前の定期旅客運賃に103分の105を乗じて得た額.
※通勤通学定期を除く各種別の3カ月定期は、 1カ月定期運賃額を3倍したものから5%割引

工　回数旅客運賃

区 分 内 容

普通回教乗車券

自動車運送事業の欄を参患
通学回数乗車券

電車 .バス普通乗継回数券

電車 .バス通学乗艇回数券

オ　貸切旅客運賃
運 賃 区 間 大 人 運 賃 小 児 運 賃

1 3 0 円 区 間 9 , 1 7 0 円 4 , 5 9 0 円

1 5 0 円 区 間 1 0 , 5 0 0 5 , 3 0 0

1 8 0 円 区 間 l l , 9 3 0 , 0 1 0

2 0 0 円 区 間 1 3 , 3 5 0 6 , 7 3 0

(6)超低床電車(LRT)の概要

営業開始　　平成9年8月

車両数　　2草体連接皐1編成

製作費用　　219,998千円(税込)

車両製作　_㈱新潟織工所・ADトラソツ

車　　種　　4輪ボギー連接電動客車

形　　式　　9700型

定　　員　　76人

草　　長　18,550皿

車　　幅　　2,350m

床　　高　　　360mm (通路部分)

300皿(出入口部分)
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3　自動車運送事業

(1)輸送状況

乗合　昭和2年11月23日事業開始
貸切　昭和6年5月23日事業開始
貸切　昭和54年8月1日事業廃止
貸切　平成8年7月13日事業開始

年 度

事 項
5 6 7 8 9

年 間 輸 送 人 員 19 ,8 2 2 ,0 59 19 ,15 7 ,19 2 19 ,1 02 ′0 1 4 18 ,69 2 ,0 1 1 18 ′77 8 ,7 7 0

年 間 走 行 キ ロ 的 7 ,30 7 ,1 72 7 ,3 5 5 ,7 93 7 ,4 89 ,9 5 4 7 ,49 2 ,4 9 4 7 ,48 0 ,5 9 0

使 用 車 南 開 6 2 .8 53 6 3 ,17 8 62 ,8 2 2 6 2 ′8 45 6 1 ,7 4 9

利 用 率 朗 8 .5 8 .2 8 .0 8 .0 7 .9

乗 車 料 収 入 ㈹ 2 ,7 6 1 ,92 5′7 82 2 ,6 6 0 ,94 9 ,0 95 2 ,6 53 ,8 83 ,4 7 9 2 ,50 5 ,45 9 ,14 6 2 ′4 4 0′1 36 ,2 7 5

日

辛

均

輸 送 人 員 5 4 ,3 07 5 2 ,4 85 52 ,19 1 5 1 ,2 11 5 1 .4 4 9

走 行 キ ロ 的 2 0 ,01 9 .6 2 0 , 152 .9 2 0′52 0 .4 20 ′5 2 7 .4 2 0′4 9 4 .8

延 使 用 車 両 内 172 .2 173 .1 17 1 .6 17 2 .2 16 9 .2

乗 車 料 収 入 ㈹ T ,5 66 ,92 0 7 ,2 90 ,2 7 1 7 ,2 5 1 ,0 6 ,8 64 ,27 2 6 .68 5 ,30 5

一平

日

輸 送 人 員 3 15 .4 3 0 3 .2 3 04 .1 2 97 .4 3 04 .1

走 行 キ ロ 的 1 16 .3 11 6 .4 1 1 9 .2 1 19 .2 12 1 .1

革均 乗 車 料 収 入 ㈹ 4 3 ,94 2 .6 42 ,11 8 .3 4 2 ,2 44 .5 3 9 ,8 67 .3 3 9′5 17 .0

衰 定 速 度 (k m/ H ) 14 .0 14 .2 14 .2 14 .1 14 .2

在車
両

fSォ
ワ ン マ ソ 1 99 20 3 2 0 3 2 0 3 2 0 3

(注)　乗車料収入は消費税相当分を除いて募乱
衰定速度は稔所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した.
4年度以降、熊本城周遊バス(熊本城一帯の文化施設を周回するレトロ調バス) 2両を含む.
6年度に、移動制約者の利便のため、 1)フ下付バス1両、 7年度に超低床バス2両を導入.
平成8年7月13日事業開始の貸切は、競輪入場者送迎専用限定貸切バス。

(2)営業路線
年 度

事 項
5 6 7 8 9

免 許 路 線的 171.80 178 .10 177.95 177.33 178 .83

営 業 路 線的 171.80 178 て10 177.33 176.93 177.46

休 止 路 線的 0 0 0.62 0.40 1.37

停留所名称数 (カ所) 408 429 428 430 432

停距

留

所

間離

最 長 的 1.1 1.1 1.1 1.1 1 .1

最 短 的 0.1 0.1 0 .1 0 .1 0 .1

平 均 的 0.422 0.416 0.4 16 0 .412 0 .411

運系

疏

転数

路 線 (路線) 29 29 29 29 29

系統数 (系統). 148 153 166 162 158

運距

伝

系

統離

総 長 的 1,323 .9 1,383 .4 1,509.5 1 ,473 .2 1′441.7

最 長 叫 19 .4 19 .4 19.4 19.4 19.8

最 1 短 軸 J 1.0 1.0 1.0 1.0 1.6

平 均 的 8 .9 9 .0 9.1 9.1 9.1

バス専用レーン (平 9 .4 . 1 現在)

区 間 距 離 適 用 時 間

育

熊本城交差点～国府交差点
_h -T 5 .864 km

ラッシュ時間帯

水前寺公園入口交差点～国府交差点 上 0.214

明午橋通 り交差点～水道町交差点 上 .下 1.120

用

レ

南熊本駅前交差点～辛島町交差点 上 .下 2.960 7 : oo~ 9 : oo

水前寺駅前交差点～水前寺駅通 り交差点 上 0.450 17 : 00′-19 : 00

大江渡鹿交差点～子飼橋際 上 .下 1.040 一部区間

ー

:/

浄行寺バス停～藤崎宮鳥居 上 0.360 6 : 00~ 23 : 00

浄行寺～明午橘通 り交差点 下 0 .610

国府交差点～水前寺陣屋前 下 0 .354

緒方眼科医院前～水前寺公園入 口交差点 下 0 .390

計 13 .362
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(4)路線別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成9年度)

路
m
香
早

路 線 名 走 行 キ ロ
乗 車

人 員

収 入 費 用 差 引
キロ当た り収支

収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 状 線
km

537,242

千人 千円 千円 千円 円

554
円

546
円

2 ,050 .297,712 293,617 4 ,095 8

3 池 田 大 窪 線 357,556 1,083 167,705 159,048 8 ,657 469 445 24

4 小 峯 京 壕 線 913,880 3,205 565,997 469 ,623 96,374 619 514 105

5 川 尻 帯 山 線 920,026 1,957 432,659 426 ,447 6,212 470 463 7

6 島崎 保 田 窪 線 546 ,342 1,742 308 ,162 262,783 45,379 564 481 83

7 長 嶺 子 飼 線 91,697 172 38 ,166 47,506 △ 9,340 416 518 △102

8 楠 城 西 線 852,567 2 ,118 383 ,366 418,372 △35 ,006 450 491 △ 41

9 流 通 団 地 線 176,715 235 53,058 73,397 △20 ,339 300 415 △ 115

10 野 口 健 軍 線 492,735 804 165,452 236,708 △71,256 335 480 △145

ll 御 幸 木 部 線 213,040 475 96,428 103,041 △ 6 ,613 453 484 △ 31

12 花 園 柿 原 線 275,052 954 145,702 143 ,595 2,107 530 522 8

13 川 尻 国 道 線 264 ,494 296 75,216 119,722 △44,506 284 452 △168

14 画 図 線 274 ,266 649 124,070 136,766 △12,696 453 499 △ 46

15
′池 田 健 軍 線 野 口健軍線に含む

16 健 軍 長 嶺 線 東町団地線に含む

18 東 町 団 地 線 158,422 236 48,529 74,187 △25 ,658 306 468 △162

19 中 央 環 状 線 109,414 213 40,273 60,030 △19 ,757 368 549 △181

20 昭 和 町 線 193,877 393 77,280 97 ,892 △20,612 399 505 △106

21 高 平 団 地 線 127,162 233 46,224 60,288 △14,064 364 474 △110

22 熊 本 駅 県 庁 線 28 ,200 81 14 ,153 18,660 △ 4,507 502 662 △160

23 上 熊 本 線 142,966 365 60 ,808 77,645 △16,837 425 543 △ 118

24 長 溝 団 地 線 104,819 201 39 ,414 58,139 △18 ,725 376 555 △ 179

25 上 熊 本 車 庫 線 花園柿原 .楠城西 .池 田大窪 .八王寺環状 .高平団地線に含む

26 川 尻 県 庁 線 34,853 27 7,850 14,592 △ 6 ,742 225 419 △194

27 本 山 車 庫 線 川尻国道線に含む

28 八 王 寺 環 状 線 286,386 626 99,696 141,315 △41,619 348 493 △145

29 子 飼 渡 瀬 線 280,007 500 94,344 136,300 △41,956 337 487 △150

30 熊 本 城 周 遊 線 41,432 48 13,623 13,806 △ 183 329 333 △ 4

臨 時 便 14,051 35 9,943 4,630 5,313 708 330 378

貸 切 43,389 80 46 ,105 17,579 28 ,526 1,062 465
657

A
P

計 7,480,590 18,778 3,451,935 3,665,688 A213 .753 461 490 △ 29

(注)　乗客1人当たり運賃収入(貸切除く)
定　期　外　130円23銭
定　　　期　113円13銭
全　　体　128円05銭
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(5)運　賃(平成9年3月1日改定)

ア　普通旅客運賃

種別

制度

運 賃 最 低 運 賃 特 殊 運 賃

身体障害者手帳の交付を受けてい
大 人 (中学生以上 ) 小児 (小学生以下) 大 人 小 児

対キロ区間制

最初の 2 キロまでは賃率63 12歳未満の者は大

130円 70円

円、 2 キロを超え10キロま 人運賃の半額、 6 る者及び介護人、諸施設によ り養

では真率3 1円5 0銭、10キロ 歳未満の幼児は保 護又は保護を受けている老及び付

を超え2 0キロまでは賃率㌶ 護者同伴の場合に . 痴人並びに精神薄弱者及び介護人

円40鉄、20キロを超えるも

のは賃率25円20銭として計
算 した額e

限 りその 1 人は無

料とする。

で各々普通運賃の50% 割引

イ　1日乗車券運賃

m m 運 賃 乗 車 で き る 範 囲

1 日乗車券(区間指定)

1 日乗車券(全線)

大人 500円 小児250円 電車の全区間及びバスの指定区間
大人1,000円 小児500円 電車及びバスの全区間

熊本城周遊 1 日乗車券 大人 300円 小児150円 熊本城周遊バスの全区間 .

ウ　定期旅客運賃

種 別 期 間 割 .引 率 摘 要

通 勤 定 期 1 カ月 普通運賃を60倍したものから30% 割引

持参人式定期券は、当該通

勤定期券を持参する者 も使

用できる。

企 業 定 期 1 カ月 普通運負を60倍 したものか ら35% 割引

端数売 り1 カ月定期券は、過 . 学 定 期
1 カ月 普通運賃を60倍 したものか ら45% 割引

(高校生以上) 端数 日数59日を限度として

発売する。3 カ月定期券は、通 学 定 期
1 カ月 普通運賃を60倍したものから50% 割引

(中 学 生) 端数日数29 日を限度として

発売すや。通 学 定 期
1 カ月

通学定期 (中学生) 1 カ月定期運賃を

(小学生以下) 50% 割引

. 通 勤 通 学 定 期 . 1 カ月

全区間往復乗車 となる場合は、乗車区

間の大人通勤定期運賃 と通学 (高校生

u 上う心欄m riv 竹井舶 rscnO 'I'll引、

その他は75% 割引

特殊割引定期

通 勤

1 カ月 通勤定期券の30% 割引 身体障害者福祉法、精神薄

弱者福祉法、児童福祉法の.
3 カ月

1 カ月定期運賃額を 3 倍したものから

P5 % 割引 適用を受ける者及びその介

護人、介添人に発行通 学
1 カ月

通学 (高校生以上及び中学生) 定封券

の30% 割引

電車 . バ ス共通定期
1 カ月 電卓 とバス路線が平行 している区間を利用するもので、電車 とバス

3 カ月 の走期運賃のうちいずれか高額 となる運賃

電車 .バス

乗 継 定 期

通勤

並 1 カ月
乗継す る停留所を起点 として、電卓及びバスのそれぞれの区間運賃

日 通 から30円割引して算出した塀を60倍 して30% 割引

企 業 1 カ月
乗継する停留所を起点として、電車及びバスのそれぞれの区間運賃

から30円割引して算出した額を60倍して35% 割引

通学

中学生 1 カ月
乗継する停留所を起点として、電車及びバスのそれぞれの区間運賃

か ら30円割引 して算出した額を60倍 して50% 割引

高校生
1 カ月

乗継する停留所を起点として、電卓及びバスのそれぞれの区間運賃

以 上 か ら30円割引して算出した額を60倍 して45% 割引

片 道 定 期
1 カ月

3 カ月.
往復定期運賃から50% 割引

※平成10年 3 月 1 日付運賃改定前の定期運賃額に103分の105を乗 じて得た額

※各種別の3 カ月定期は、 1 カ月定期運賃額を 3 倍したものから5 % 割引
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エ　回数旅客運貸

区分 & m 内 容 適 用 備 考

五色B
過
回
数
乗
車
券

1,000円券 100円 ×11枚 乗 車区間の運賃額 に合

市電
市営 バス

九州産業交通㈱ 共 通

熊本電鉄㈱

熊本バ ス㈱

～

2,000円券

～

200円 ×11枚

わ せて使用す る0

1,000 円

ミックス券

130円× 8 枚 と60円 × 1 枚

140 円× 7 枚 と120円 × 1 枚

150 円× 7 枚 と50円 × 1 枚
160 円× 6 枚 と140円× 1 枚

170円 × 6 枚 と80円 × 1 枚

50円 × 9 枚 と60円× 5 枚 と
70円 ×5 枚 J R 九州バ ス

過 1,000円券 100円×13枚 乗草区間の運賃額 に合
学 ～ ～ わせて使用す る。学校
回
敬
莱

2 ,000円券 200 円×13枚 または身体障害者福祉

法に規定す る諸施設に
1 ,000円

ミックス券

50 円× 8 枚 と60 円× 8 枚 と

辛
券

70 円× 6 枚 通学 (通園) す る著

(身分証 明書が必要)10 円×18枚 と70円 ×16枚

区 分 内 容 金 額 通 用 .1

バス普通乗継
11枚綴

基準運賃額を10倍した額0 基準運
費額は、乗降停留所間 (乗降停留
所が運貴区界でない場合は運負区
界停留所相互間) の運賃計算キロ
程に対応する大人片道普通放客運 バスとバスを指定された停留所で乗継ぐ場

回数券 賃額とする。ただし、それぞれの
乗降区間の大人普通旅客運賃の併
算額が前記の運賃額より低額とな
る場合は、.併算額を基準運賃額と
する。

合のみ使用できる。

バス通学乗継 13枚綴 基準運賃額を10倍した額0 バスとバスを指定された停留所で乗継ぐ場
回数券 合のみ使用できる0

電車 .バス
11枚綴

乗継する停留所を起点として、電
車及びバスのそれぞれの区間運賃 電車とバスを指定された停留所で乗継ぐ場

普通乗継回数券 から30円割引して算出した額を10
倍した額。

合のみ使用できる。

電車 .バス
13枚綴

乗継する停留所を起点として、電
車及びバスのそれぞれの区間運賃 電車とバスを指定された停留所で乗継ぐ場

通学乗継回数券 から30円割引して算出した額を10
倍した額。

合のみ使用できる。

種 別 発 売 額 利 用 額 適 用 備 考

並
日
過

カ

ー
ド

1 ,0 0 0 円 1 ,100 円 乗 草 区 間 の運 賃額 に合 わ

せ て 使用 す る 。

市 電

市 営 バ 大

九 州 産業 交通 ㈱ 共 通 こ

熊本 電鉄 ㈱

3 ,0 0 0 円 3 ′3 00 円

5 ,0 0 0 円 5 ,6 00 円

過

学

カ

ー
ド

1 ,0 0 0 円 1 ,3 00 円 .
乗 車 区 間 の運 安 男醇 をこ合 わ

せ て 使用 す る。 学 校 ま た

は身 体障 害 者
定 す る諸 施 設 をこ通 学 (過

園) す る者

(身 分詐 明書 がJ仏事 〕

3 ,0 00 円 3 ,9 00 円

5 ,0 00 円 6 ,5 00 円

オ　貸切旅客運賃(平成8年7月1日制定)
種 別 算 出単位 大 型 車. 中 型 車 小 型 ▼皐

時間制

旅客運賃
1 時 間当た り 12 ,200円 9 ,500 円 8 ,100円

キ ロ制

旅客運賃

1001m まで 1 1m 当た り 660円 1 h 当た り 510円 1 km 当た り 410円

100km~ 30 0km ′′ 510円 ′′ 390円 ′′ 320円

3001皿以上 ′′ 400円 ′′ 320円 ′′ 280円

貸切族客運賃は、上記の表より算出した額に105パーセントを乗じて得た額とする。
(注)競輪入場者送迎専用貸切バスの限定免許に基づく運賃。
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4　経　営　状　況

(単位　円)

年 度

事 項

5 6 7 8 9

戟

道

事

莱

総 収 . 益 1 ,7 3 8 ,2 2 2 ,9 3 1 1 ,7 1 0 ,1 6 1 , 17 5 1 , 6 6 2 , 1 0 0 , 8 9 3 1 ,6 4 6 ,2 2 5 ,1 0 9 1 ,6 6 7 , 02 7 , 8 0 0

乗 車 料 収 入 1 ,3 4 5 ,6 15 ,5 2 8 1 ,3 1 6 ,4 5 1 ,4 8 1 1 ,3 2 2 ,3 6 4 ,8 5 3 1 ,3 3 2 , 1 5 7 , 16 9 1 ,3 15 , 6 15 ,0 4 9

そ の .他 収 入 3 9 2 ,6 0 7 ,4 03 3 9 3 ,7 0 9 ,6 94 3 3 9 ,7 3 6 ,0 4 0 3 1 4 ,0 6 7 ,9 4 0 3 5 1 , 4 12 ,7 5 1

紘 .費 用 1 ,8 03 , 0 2 9 ,5 2 9 1 ,8 4 7 ,3 0 2 ,4 4 3 1 ,8 8 8 ,9 8 9 ,9 7 0 1 ,8 8 1 ,0 7 5 ,7 15 1 , 9 2 2 ,2 7 9 ,0 4 6

人 件 草 1 , 0 0 6 , 0 3 4 ,8 0 7 1 ,0 3 7 , 97 9 ,1 1 2 1 ,0 6 8 ,7 2 6 , 92 6 1 ,0 7 9 ,6 12 ,8 8 5 1 ,1 2 8 ,9 3 9 , 18 5

減 価 償 却 費 2 2 3 ,1 5 0 ,7 0 1 2 4 4 , 08 1 ,0 2 4 2 5 8 ,2 19 ,3 45 2 6 2 ,2 4 6 , 1 6 5 2 4 0 ,3 0 8 ,4 7 7

電 力 費 8 4 ,8 8 8 ,0 2 9 8 7 ,9 8 8 ,3 5 5 9 0 ,4 59 , 3 7 9 8 6 ,8 38 ,6 9 9 8 8 ,8 9 5 , 2 9 2

支 払 利 息 2 3 8 ,3 7 9 ,7 6 7 2 44 ,4 4 9 , 18 8 24 5 ,8 8 9 ,2 7 3 2 3 4 ,6 2 3 ,4 2 3 2 17 , 45 3 , 7 2 5

修 繕 費 6 2 ,3 6 9 ,8 4 2 6 4 ,1 3 6 ,4 7 5 5 5 ,8 0 8 ,3 7 4 5 6 ,4 3 3 , 12 4 6 5 , 2 2 1 ,1 5 4

そ の 他 18 8 ,2 0 6 ,3 8 3 1 68 ,6 6 8 ,2 8 9 1 6 9 ,8 8 6 ,6 7 3 16 1 ,3 2 1 ,4 19 1 8 1 ,4 6 1 ,2 13

単 年 度 損 益 △ 6 4 ,8 06 ,5 9 8 △ 13 7 , 14 1 ,2 68 △ 2 2 6 ,8 8 9 ,0 7 7 △ 2 3 4 ,8 5 0 ,6 06 △ 2 5 5 ,2 5 1 ,2 4 6

剰 余 金 又 は 累 帯 欠 損 金 0 0 △ 10 2 ,0 19 ,5 6 8 △ 3 3 6 ,8 7 0 , 1 74 △ 5 9 2 , 12 1 ,4 2 0

自

動

辛

運

送

辛

莱

総 収 益 3 ,8 7 9 ,6 2 7 ,1 8 8 3 ,7 5 9 , 3 6 9 ,5 7 2 3 ,7 0 1 ,5 0 7 ,8 7 0 3 ,4 9 0 ,4 54 ,4 2 6 3 ,4 5 1 ,9 3 5 , 0 3 2

乗 車 料 収 入 2 ,7 6 1 ,9 2 5 ,7 8 2 2 , 6 60 , 9 4 9 ,0 9 5 2 ,6 5 3 ,8 8 3 ,4 7 9 2 ,5 0 5 ,4 5 9 ,1 4 6 2 ,4 4 0 , 13 6 , 2 7 5

そ の 他 収 入 1 ,1 1 7 ,7 0 1 ,4 0 6 1 , 0 98 ,4 2 0 ,4 7 7 1 , 04 7 ,6 2 4 ,3 9 1 9 8 4 ,9 9 5 ,2 8 0 1 ,0 1 1 ,7 9 8 ,7 5 7

総 費 用 3 ,9 7 7 ,3 5 2 ,2 4 6 3 ,9 0 4 ,1 8 2 ,9 0 7 3 , 8 2 0 ,7 4 9 ,1 5 7 3 ,6 9 8 ,2 6 0 ,9 4 4 3 ,6 6 8 ,18 8 ,5 2 0

人 件 草 2 ,9 3 9 ,0 8 8 ,6 9 1 2 ,8 6 5 ,2 5 8 ,9 1 1、ニ 2 ,8 2 1 ,4 6 4 ,8 6 0 2 ,7 5 7 ,3 7 6 ,2 9 6 2 ,7 0 0 ,0 2 9 ,0 4 2

減 価 償 却 費 19 7 ,7 9 0 , 9 97 2 2 2 ,2 9 5 ,27 0 2 2 7 ,7 1 5 ,6 2 8 2 2 5 ,5 0 7 ,0 6 4 18 9 ,5 2 9 ,2 5 6

燃 料 費 16 9 , 18 3 ,2 0 0 1 8 8 ,8 9 8 ,6 0 0 18 0 ,7 8 4 ,0 00 1 9 5 ,1 4 0 ,4 0 0 1 9 2 ,3 7 8 ,2 0 0

支 払 利 息 4 0 , 5 9 2 ,0 9 1 3 6 ,4 5 1 ,5 9 2 3 4 ,4 0 1 ,3 24 3 1 ,9 4 7 ,9 3 5 2 6 , 13 3 , 2 3 3

修 繕 費 1 1 7 ,6 7 9 ,5 8 5 1 03 , 6 5 6 ,1 1 1 10 3 ,9 9 7 , 0 5 4 1 14 ,5 17 ,6 9 6 1 3 3 ,4 1 1 , 0 3 5

そ の 他 5 1 3 ,0 1 7 ,6 8 2 4 8 7 ,6 2 2 ,4 2 3 4 5 2 ,3 8 6 ,2 9 1 3 7 3 ,7 7 1 ,5 5 3 4 2 6 ,7 0 7 ,7 5 4

単 年 度 損 益 △ 9 7 ,7 2 5 ,0 5 8 △ 1 44 ,8 1 3 ,3 3 5 △ 1 19 ,2 4 1 ,2 8 7 △ 2 0 7 ,8 0 6 ,5 1 8 △ 2 16 ,2 5 3 ,4 8 8

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 0 0 △ 8 3 , 9 1 2 ,4 9 7 △ 2 9 1 ,7 1 9 ,0 15 △ 5 0 7 ,97 2 ,5 0 3

計

総 収 益 5 ,6 1 7 ,8 5 0 , 1 19 5 ,4 6 9 ,5 3 0 ,7 4 7 5 ,3 6 3 ,6 0 8 ,7 6 3 5 , 1 3 6 ,6 7 9 ,5 3 5 5 , 1 18 ,9 6 2 ,8 3 2

乗 車 料 収 入 4 , 10 7 ,5 4 1 ,3 10 3 ,9 7 7 ,4 0 0 ,5 7 6 3 ,9 7 6 ,2 4 8 ,3 3 2 3 ,8 3 7 ,6 1 6 ,3 15 3 ,7 5 5 ,7 5 1 ,3 24

そ の 他 収 入 1 ,5 10 ,3 08 ,8 09 1 ,4 9 2 , 13 0 ′17 1 1 ,3 8 7 ,3 6 0 ,4 3 1 1 , 2 9 9 ,0 6 3 ,2 2 0 1 , 3 6 3 ,2 1 1 ,5 08

総 費 用 5 ,7 8 0 ,3 8 1 , 77 5 5 ,7 5 1 ,4 8 5 ,3 5 0 5 ,7 0 9 ,7 3 9 , 12 7 5 , 5 7 9 ,3 3 6 ,6 5 9 5 , 5 9 0 ,4 6 7 ,5 6 6

人 件 費 3 ,94 5 ,1 2 3 ,4 98 3 ,9 0 3 ,2 38 ,0 2 3 3 ,8 9 0 , 19 1 ,7 8 6 3 ,8 3 6 ,9 8 9 ,1 8 1 3 ,8 2 8 ,9 6 8 ,2 2 7

減 価 償 却 費 42 0 ,9 4 1 ,6 9 8 4 6 6 , 3 7 6 ,2 9 4 4 8 5 ,9 3 4 ,97 3 4 8 7 ,7 5 3 ,2 2 9 4 2 9 ,8 3 7 ,7 3 3

電 力 費 . 燃 料 費 2 5 4 ,0 7 1 ,2 2 9 2 7 6 ,8 8 6 ,9 5 5 2 7 1 ,2 4 3 ,37 9 2 8 1 , 97 9 ,0 9 9 2 8 1 ,2 7 3 ,4 9 2

支 払 利 息 2 7 8 ,9 7 1 ,8 5 8 2 8 0 ,9 0 0 ,7 8 0 2 8 0 , 2 90 ,5 9 7 2 6 6 , 5 7 1 ,3 5 8 2 4 3 ,5 8 6 ,9 5 8

修 繕 費 . 18 0 ,0 4 9 ,4 2 7 1 6 7 ,7 9 2 ,5 8 6 1 5 9 ,8 0 5 ,4 2 8 17 0 , 9 5 0 ,8 2 0 1 98 ,63 2 , 18 9

そ の 他 7 0 1 ,2 2 4 , 06 5 6 5 6 ,2 9 0 ,7 12 6 2 2 ,2 7 2 ,9 6 4 5 3 5 ,0 9 2 ′9 7 2 6 08 ,16 8 ,9 67

単 年 度 損 益 △ 16 2 ,5 3 1 , 65 6

0

△ 2 8 1 ,9 5 4 , 6 03

0

△ 3 4 6 ,1 3 0 ,3 6 4 △ 4 4 2 ,6 5 7 , 12 4 △ 4 7 1 ,5 0 4 ,7 3 4

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 △ 1 8 5 ,9 3 2 , 06 5 △ 6 2 8 ,5 8 9 ,18 9 .△ 1′10 0 ,0 93 ′9 23

(注)　特別損益は除く
消費税相当分を除いて算出
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5　職員数及び給与

(1)部門別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平10.4. 1現在)

部門別 一 般 管 理 電 車 ノ＼ ス 計

職種別 性 別 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

特 別 職 1 .1 1 1

事 務 職 19 1 20 13 2 15 21 1 22 53 4 57

技 術 職 26 26 14 14 40 40

運 転 士 79 1 80 272 272 351 1 352

車 掌

そ の 他 13 13 24 24 37 37

計 20 1 21 131 3 134 331 1 332 482 5 487

(2)部門別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平10. 4月分)
部門別

事 項
～ 般 管 理 軍 事 ノ、 ス ・蝣k ft

基 本 給 ㈹ 319,630 307,052 296,061 300,062

特殊勤務手当. ㈹ 0 1,955 2,032 1,927

超過勤務手当 ㈹ 8,981 70,054 41,426 47 ,984

その他の手当 ㈹ 34 ,058 34 ,447 31,147 32 ,176

合 計 ㈹ 362 ,669 413,508 370,666 382,149

年 齢 ㈲ 38歳 2 月 41歳 5月 41歳 9月 41歳 6月

勤 続 年 数 ㈹ 14年10月 14年 2 月 14年 1月 14年 1月

(注) 特別職を除く (専従含む)

6　施　　　　　設

大 江 庁 舎
及 び

電車営業所
小峯営業所 上熊本営業所 本山営業所 、

敷地面積 10,883n子 16,388ni ll,062a至 5,913n?

建物面積 4,330n至 2,185nf 688ir至 816ri

開設年月日 T 13.7.7 S 54.3.1 S 60.7.23 S 30.8.1

配車台数 48両 81両 66両 56両

施設 内容 事務所 営業所 営業所 営業所
電車営業所 ^ * J バス車庫 バス車庫
電卓車庫
車両整備工場

整備工場 整備工場 整備工場
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